
僕の名前はトーマ・ネクロム。
名門火魔法使いの一族の、長男だ。いや、長男だった……と言った方

がいい。
『トーマ。おまえをネクロム家から追放する。即刻この家から出ていけ』

魔力測定を終えた夜、家に帰った僕に、父上が端的にそう言ってきた
のだ。

婚約相手であるゲイル家との婚約破棄の申し出もあったそうだ。
どうしてこうなったのか？

『トーマ様の魔力は、ぜ、ゼロです』
今朝行われた、魔力測定の儀式でのこと。僕は自分の魔力を調べるこ

とになった。
結果、魔力測定の水晶に表示されたのは、【∞】。そう、００だったの

だ。
僕は魔力の無い人間のレッテルを貼られてしまった。
婚約者から、そして父からも見捨てられたのである。
仕方ない。魔力が無ければ魔法が使えないのだ。名門魔法使いの家に

生まれた以上、こうなるのは当然の結果だ……。
「ハァ……参ったなぁ……これからどうしよう」

と、その時だった。
「た、大変だぁ！　魔物の大群が、攻めてくるぞおぉ！」

遠くから、男の叫び声がした。
今の声は、多分王都を守る衛兵の声だろう。
なら、今の言葉に嘘偽りはない。本当に、魔物の大群が攻めてくるん

だ……。

『美人な悪魔のお姉さんたちが、僕を世界最強の陰陽師に
育てようとする』
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「ごぎゃああ！」「ぎゃおぉおおおおおす！」「ギャァアアアアアア！」
魔物たちの、耳障りな声が聞こえてくる。
上空を見上げると……。

「わ、飛
ワイバーン

竜！？」
複数体の飛竜が確認された。なんて数だ！　こんな数の魔物見たこと

がないぞ！
ど、ど、どうしよう……。と、その時だった。

「きゃああああ！　た、たすけてぇええええええええ！」
数メートル先の路地に、酔っぱらった女の人が倒れている。
その人が今、飛竜に襲われていた。
……飛竜はＢランクモンスターだ。一方、僕は魔力の無い魔法使い。

こんな僕に何ができる？　戦ったところで返り討ちになるだけじゃない
か。

ここはおとなしく騎士を、助けを呼ぶ方が……。
「あ」

僕と、その女の人と目が合った。助けを求める、目。それを見て、僕
の体は走り出していた！
「や、やめろぉおおおおおおおお！」

僕はなんて馬鹿なんだ……！
飛竜に向かって、走り出すだなんて！
でも僕は、僕は……！　僕が憧れた、強い魔法使いになりたいんだ！
僕が魔法使いを目指したのは、魔法使いの名家に生まれたからじゃな

い。
……幼い頃、僕も魔物に襲われたことがある。その時。僕を助けてく

れたのは、宮廷に所属する魔導士だ。
僕はあの時、彼らみたいに、弱い人を助けられる、強くてかっこいい

魔法使いになりたいって思ったんだ！ 
強大な悪から、か弱きものを助ける……そんなすごい存在に！　たと

え力が無くっても！
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「うぉおおおおおおおおおおおおお！」
僕は走って、そしてジャンプ。
空高く跳び上がった僕は、そのままの勢いで、飛竜を……。
ドガァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア

アン！
「はあ……はあ……う、嘘だろ？　今僕……飛竜を、ぶっ飛ばした？　
パンチ、一発で……？」

僕はすごい速さで走って、飛竜をパンチし、そして粉砕した。
信じられない……そんなこと、魔力無しの僕にできるわけがないのに

……。
「そ、そうだ！　大丈夫ですか！？」

酔っ払いの女の人が、こくんこくんとうなずく。
「き、君……今のはなんだったんだい？」
「わ、わかりません……なんか、急に力が湧いてきて……」

と、その時だ。
「ギャアス！」「ゴギャアス！」「ギィイヤァアアアアス！」

今の騒ぎを聞きつけて、飛竜どもが集まってきた。
『ああ、やっとお目覚めになったのですね』

脳内に女の人の声が響いてきたのだ。お目覚め……？　何を言ってる
んだろうか。
『１５の歳を迎えるその時、我が力と記憶は戻るだろう。あなたは、そ
うおっしゃっていた。それが、今日この時なのですね！』

僕の影から、ずぞぞぞぞお……と何かがはい出てきた。
綺麗なお姉さんだった。

「この時を、二千年、お待ちしておりました。アシヤ・ドーマン様」
彼女は背が高く、とても美しい見た目をしていた。
でも、その人は……人間ではなかった。
頭にはヤギの角が生え、腰からは、コウモリのような翼が生えている。

「わたしは大悪魔メフィストフェレス。メフィとどうか、お呼びくださ
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い。ドーマン様」
「え？　いや僕はドーマンじゃなくて……トーマだけど……」

い、いやそれどころじゃあない！
「今すぐ飛竜の群れを倒さないと！」

お姉さんはニコニコと笑いながら、指を鳴らす。
パチン！　
その瞬間、一陣の風が吹いた。あまりに強い風で、思わず目を閉じて

しまう。
「もう、終わってますわ」

え！？
驚いて目を開ける僕。そこには、血だまりがあるだけだ。

「すごい……飛竜の群れを一瞬で倒すなんて……。あなたは、一体？」
「私はこの悪魔の書ネクロノミコンに封印されていた、契約悪魔でござ
います」

そう言って、お姉さんは僕に分厚い本を渡してくる。
古めかしい、分厚いその本に、不思議と見覚えがあった。

「そして、あなたは我らの主、大魔王アシヤ・ドーマン様の生まれ変わ
り。どうか、今一度、我らを率いて、百鬼夜行の主となってください」

……正直、僕には何が何やらだ。
でも魔力無しの欠陥品だと判明し、閉ざされたと思われた、正義の魔

法使いへの道が……。
今再び開かれたような、そんな気がしたのだった。
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